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アンケート用紙配布数　１，１０２部
アンケート回答数  　　　　６０３部（回答率５４．７％）

ある
69.2%

ない
1.0%

少しだけある
28.9%

している
64.2%

できるだけ
している
33.8%

していない
1.0%

必要である
58.7%

必要でない
40.6%

無回答
0.7%

15円
51.4%

10 円
13.9%

20 円
10.4%

無料など
0.9%

無回答
23.4%

Ｑ .３　現在の指定袋以外に小型のごみ袋は
　　　  必要ですか？

Ｑ .４　袋が小さくなった場合、ごみ処理手数料は　
　　　　1枚当たりいくらぐらいが適当と考えますか？

考
え
よ
う
、
ご
み
の
問
題
！

生
活
環
境
課　

☎
77
・
１
１
１
１

　

次
々
に
発
生
し
て
し
ま
う
ご
み

で
す
が
、
少
し
で
も
そ
の
量
を
減

ら
し
、
少
し
で
も
資
源
を
有
効
に

使
う
た
め
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

に
で
き
る
こ
と
は
生
活
し
て
い
く

上
で
必
要
な
資
源
の
消
費
を
最
小

限
に
抑
え
、
物
を
無
駄
な
く
循
環

さ
せ
て
利
用
し
、
環
境
へ
の
負
荷

を
軽
減
さ
せ
な
が
ら
生
き
て
い
く

こ
と
で
す
。

　

近
年
、
私
た
ち
の
生
活
が
豊
か

に
な
る
に
つ
れ
て
、
ご
み
処
理
方

法
が
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
ご
み
分
別
の
細
分
化

や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
ご

み
排
出
量
の
抑
制
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
の
ご
み
排
出
サ
イ
ク
ル
が
変

動
し
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
今
後

の
ご
み
袋
減
量
化
に
つ
い
て
皆
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
ご
み
問

題
に
対
し
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

く
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

 

様
化
す
る
ご
み
処
理

多
対
応

に　
　
　
　

す
る
た
め
に

　

Q.1
か
ら
、
ご
み
の
分
別
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
方
の
割
合
が
「
で
き

る
だ
け
し
て
い
る
」
も
含
め
る
と
98
％

に
上
り
ま
す
。
ま
た
、
Q.2
か
ら
、
ご
み
減

量
化
に
関
心
の
あ
る
方
の
割
合
が
98
％

以
上
に
上
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
ご
み

に
対
し
て
、
高
い
意
識
と
関
心
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
か
ら
多
か
っ
た
小
型
の
ご

み
袋
が
欲
し
い
と
言
う
ご
意
見
。
実
際

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
と
58
・
７
％
の

方
か
ら
小
型
ご
み
袋
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

理
由
と
し
て
小
家
族
の
場
合
、「
ご
み

が
た
ま
る
ペ
ー
ス
が
遅
い
た
め
、
ご
み
袋

が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
に
時
間
を
要
す

る
」「
特
に
夏
場
の
暑
い
時
期
な
ど
に
は

生
ご
み
が
腐
敗
す
る
」
な
ど
に
お
い
に
関

す
る
ご
意
見
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

高
い
関
心
と
分
別
へ
の
取
り
組
み

小
型
の
ご
み
袋
が
必
要
・
・
・

アンケート集計結果（一部抜粋）
Ｑ .１　ごみの分別はしていますか？ Ｑ .２　「ごみ減量化」に関心はありますか？

無回答
1.0%

無回答
1.0%
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従来のごみ袋（燃えるごみ専用） 小型ごみ袋（燃えるごみ専用）

町指定ごみ袋販売店一覧
大　飯　地　域 名　田　庄　地　域

店　　名 所在地 店　　名 所在地
（株）高浜ママーストアーおおい店 本　郷 （有）池 長 名田庄下

（有）しむら 本　郷 Ｃネットワークふくい名田庄作業所 名田庄井上
マゴザ商店 石　山 ＪＡ若狭　名田庄基幹支店 名田庄下

フレンドリーストア・フジサワ 大　島 ナタショウ電器 名田庄下
ＪＡ若狭　Ａコープ大飯店 本　郷 （株）名田庄商会 名田庄小倉
クオール薬局おおい店 本　郷 下中商店 名田庄久坂

ミニストップ大飯運動公園前店 成　和 板谷商店 名田庄虫鹿野
おおい町役場　生活環境課 本　郷 小間薬房 名田庄三重

町　　外 山本酒店 名田庄三重

福井県民生活協同組合
（平成 23年 4月から）

福井市

(カタログ販売中)

（株）カネイチ商店 名田庄三重
渋谷薬局 名田庄久坂

名田庄総合事務所 名田庄久坂

　

Q.3
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
、
町
で
は

来
年
１
月
か
ら
燃
え
る
ご
み
専
用
の
小
型
ご

み
袋
を
販
売
し
ま
す
。

　

従
来
の
ご
み
袋
と
の
比
較
は
左
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
販
売
金
額
に
つ
い
て
、

従
来
の
燃
え
る
ご
み
専
用
ご
み
袋
は
、
ご
み

処
理
手
数
料
と
し
て
１
枚
あ
た
り
20
円
で
す

が
、
燃
え
る
ご
み
専
用
小
型
ご
み
袋
は
Q.4
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
、
ご
み
袋
の
大
き
さ
、

容
量
、
製
作
コ
ス
ト
な
ど
を
踏
ま
え
、
１
枚

内容量　45リットル
　 手数料　１枚20円
　 10枚入り
　　200円で販売中

来
年
１
月
か
ら

　
　

小
型
ご
み
袋
を
販
売
し
ま
す

　
　

小
型
ご
み
袋
を
販
売
し
ま
す

内容量　30リットル
　 手数料　１枚15円
 　10枚入り
　　150円で販売します

あ
た
り
15
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
指
定
ご
み
袋
の
販
売
店
に
つ
い
て
は
下

の
「
町
指
定
ご
み
袋
販
売
店
一
覧
」
の
と
お

り
で
す
の
で
、
お
近
く
の
お
店
で
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
適
確
で
皆
さ
ま
の
要
望

に
お
応
え
で
き
る
生
活
環
境
行
政
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
積

極
的
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　
　

不法投棄１１０番（対象区域は県下全域です）
　廃棄物の不法投棄や野外焼却を見つけたときは、下記の不法
投棄１１０番、最寄りの健康福祉センター、または役場や警察
署（交番・駐在所）に通報してください。
●お問い合わせ●
　　福井県循環社会推進課　　　　　 ☎ 0776・20・0584
　　若狭健康福祉ｾﾝﾀｰ（環境衛生課）　☎0770・52・1300

　私たちの郷土である美しい福井の自然と生活
環境を守るために、県では２４時間の監視パト
ロールや、監視カメラを設置して、不法投棄を
させない環境づくりに取り組んでいます。
　また、地上デジタル放送への完全移行に伴い
不用になったテレビは、家電リサイクル法に基
づき家電小売店に引き取ってもらうなど適正に
処分しましょう。

12月は、不法投棄等防止啓発強調月間です！12月は、不法投棄等防止啓発強調月間です！
　粗大ごみなどの様々な廃棄物を山林などの人目につきにくい場所へ不法に投棄したり、建設廃材の不法投棄事
例が発生しています。また、「野外焼却」（いわゆる野焼き）も廃棄物処理法で禁止されていますが、いっこうに
後を絶ちません。廃棄物処理法の規定では、次のような場合、５年以下の懲役、１,０００万円以下の罰金に処
せられます。
　　①みだりに廃棄物を捨てた場合
　　②法令で定められた方法や公益上または社会の慣習上やむを得ない場合（たき火、どんど焼きなど）を除い　
　　　て、廃棄物を焼却した場合
　　③法令で定められた方法によらずに、指定有害廃棄物「硫酸ピッチ」を保管、収集、運搬または処分した場合
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感謝状を受け取る早川さん (左 )と再任した安田
さん (左から２番目 )、新たに委嘱された糀谷さ
ん (左から３番目 )

 　
　
　
　

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

1212
月
4
日
㈰
か
ら

日
㈰
か
ら
1212
月
1010
日
㈯
は
第

日
㈯
は
第
6363
回
人
権
週
間

回
人
権
週
間

〜
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
〜

〜
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
〜

住
民
福
祉
課

☎
77
・
１
１
１
１

　

安
田
治
さ
ん
（
名
田
庄
挙
野
）
と
糀
谷
里

美
さ
ん
（
名
田
庄
下
）
が
、
平
成
23
年
10
月

１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を

広
め
、
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
、

各
種
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
角
野
元
保
さ
ん
（
青
戸
）、
宮
本
恵

子
さ
ん
（
笹
谷
）
が
平
成
23
年
１
月
１
日
付
け

で
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
に
伴
い
、
下
記
の
と
お
り
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
、
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
大
飯
地
域
】

と　

き　
　

12
月
９
日
㈮　

13
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

　

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

相
談
員　
　

宮
本　

恵
子
さ
ん

【
名
田
庄
地
域
】

と　

き　
　

12
月
７
日
㈬　

13
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

　

里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

相
談
員　
　

安
田　

治
さ
ん

　
　
　
　
　

糀
谷　

里
美
さ
ん

相
談
内
容

　

日
頃
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
、い
じ
め
、

不
登
校
、体
罰
、部
落
差
別
、外
国
人
の
問
題
、

そ
の
他
人
権
に
関
す
る
こ
と

　

こ
れ
ま
で
４
期
12
年
間
委
員
を
務
め
ら
れ
た

早
川
治
さ
ん
（
名
田
庄
三
重
）
に
対
し
て
、
10

月
24
日
に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
早
川
さ
ん
は
「
教
職
員
と
し
て
働
い

て
き
た
経
験
を
生
か
し
、
特
に
子
ど
も
の
人
権

擁
護
活
動
に
い
そ
し
ん
で
き
ま
し
た
。
人
権
の

問
題
に
特
効
薬
は
無
く
、
と
に
か
く
地
道
に
こ

つ
こ
つ
と
活
動
を
続
け
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
幸
い
後
任
に
素
晴
ら
し
い
方
を
選
任
し
て

い
た
だ
き
、
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
ま
す
。」
と

晴
れ
や
か
な
表
情
で
し
た
。

災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
に
つ
い
て

災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
災
害
時
に
支
援
を
必
要
と
す
る

方
を
対
象
と
し
て
、
町
と
地
域
が
協
同
し
て

こ
れ
ら
の
人
々
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
が
作
成
す
る
「
災
害
時

要
援
護
者
登
録
台
帳
」に
登
録
す
る
こ
と
で
、

町
と
地
域
が
災
害
時
に
支
援
を
必
要
と
す

る
方
の
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
共
有
し
、
日
頃

の
見
守
り
や
、
災
害
時
の
支
援
の
た
め
に
備

え
て
お
く
も
の
で
す
。

対
象
者

　

次
に
掲
げ
る
方
の
う
ち
、
災
害
時
に
自
力

で
避
難
す
る
こ
と
に
支
障
の
あ
る
在
宅
の

方
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
の

　

交
付
を
受
け
て
い
る
方

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

③
精
神
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
の

　

交
付
を
受
け
て
い
る
方

④
介
護
保
険
で
要
介
護
認
定
２
以
上
の
方

⑤
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

⑥
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方

受
付
窓
口

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
書
を
記

入
し
、
役
場
住
民
福
祉
課
ま
た
は
民
生
児
童

委
員
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
民
生
児
童
委
員
が
チ
ラ
シ
を
持
っ
て
対
象

と
な
る
方
の
と
こ
ろ
へ
説
明
に
回
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

おおい町
災害時要援護者

情報提供普段の見守り
災害時の避難
支援など

登録申請書の送付

登録申請書の提出

災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者

　
　
　

へ
の
支
援
の
た
め
の
体
制

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

　

こ
の
制
度
は
地
域
の
助
け
合
い
（
共
助
）
に

よ
る
制
度
で
す
。
そ
の
た
め
、
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方
も
、
避
難
支
援
者
な
ど
に
よ
る
救
出
を

待
つ
だ
け
で
な
く
、
基
本
的
に
は
「
自
ら
の
身

は
自
ら
で
守
る
。」
心
構
え
が
必
要
で
す
。

  地域社会の支援組織等
①地域支援者（近隣住民）
②自主防災組織
③民生児童委員
④警察署・消防署

住
民
福
祉
課

☎
77
・
１
１
１
１
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　職員の状況
区分 職名 人数

一般行政職

主事級 67

主査級 36

課長補佐級 38

課長級 19

技能労務職 15

その他 18

合計 193

　部門別職員数 (定員管理調査)

部門・区分 23年 22年

一般行政 136 134

教育関係 40 39

公営企業等 18 22

合計 194 195

　人件費の状況 ( 地方財政状況調査（普通会計）)

区分 住基人口 歳出額（Ａ）

22 年度 8,832 人 112 億 8,483 万円

人件費（Ｂ） 人件費比率（B/A)

13 億 4,221 万円 11.9％

　職員給与 ( 平成 22年度地方財政状況調査（普通会計）)

職員数
給与費 1人当たり

給与費給料 職員手当 計

172 人 5億9,407万円 2億6,073万円 8億5,480万円 497 万円

　一般行政職の初任給と平均給料
区分 大学卒 高校卒

初任給 161,600 円 140,100 円

経験年数10年 237,150 円 198,775 円

経験年数15年 294,625 円 259,880 円

経験年数20年 335,200 円 280,867 円

　職員の期末勤勉手当
1 人当たり平均支給額（22年度） 124 万円

22年度支給割合 期末手当　2.6 月分 勤勉手当　1.35 月分

　扶養手当・住居手当・通勤手当
区分 内容 手当額

扶養手当
配偶者 13,000 円

配偶者以外 6,500 円

住居手当 借家
（家賃額に応じた計算方法有）

27,000 円が限度

通勤手当 片道 2km以上で 5kmごとに定める額
（※自動車等を使用する場合）

60km以上
24,500 円が限度

　平均給料と年齢
区分 一般行政職 技能労務職

平均給料月額 296,700 円 204,200 円

平均年齢 41.8 歳 50.0 歳

　特別職の報酬など
区分 給料・報酬月額 期末手当

町長 850,000 円
22年度支給割合

3.1 月分
副町長 670,000 円

教育長 560,000 円

議長 300,000 円
22年度支給割合

3.1 月分
副議長 245,000 円

議員 235,000 円

　時間外勤務手当
22 年度支給額 1,539 万円

職員 1人当たり平均支給年額 8 万円

　職員の退職手当
区分 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 23.50 月分 30.55 月分

勤続 25年 33.50 月分 41.34 月分

勤続 35年 47.50 月分 59.28 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

1人当たり
平均支給額
（22年度）

1,922 万円

人件費の公表
　おおい町職員や町の三役、議会議員の給
料手当などの主なものについて公表します。
　ここに掲載する給与などは税や各種保
険料等を引く前の額で、いわゆる手取額
ではありません。
　金額は平成23年4月1日現在のものです。
　　≪問合せ　総務課　☎77・1111≫

　※教育長を含む

（22年度末）
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名田庄診療所長　中村伸一

　

登
米
市
登
米
診
療
所
の
診
療
の
次

に
向
か
っ
た
の
は
南
三
陸
町
で
し
た
。

　

南
三
陸
町
全
体
の
被
害
で
す
が
、 

海

岸
か
ら
３
k
m
内
陸
ま
で
浸
水
し
、

人
口
１
７
，
６
６
６
人
中
、
死
者

５
０
９
人
、行
方
不
明
者
６
６
４
人
で
、

避
難
者
は
ピ
ー
ク
時
１
０
，
０
０
０
人

で
し
た
。
被
災
世
帯
は
３
，
８
７
７

戸
で
、
全
体
の
72
％
に
及
び
ま
し
た
。

　

南
三
陸
町
の
公
立
志
津
川
病
院
は
、

す
ぐ
目
の
前
に
海
が
広
が
る
位
置
に

あ
り
、
病
室
か
ら
美
し
い
風
景
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
た
病
院
で
し
た
。

「
〜
で
し
た
」
と
過
去
形
で
書
い
た
の

は
、
５
階
建
て
の
病
院
の
う
ち
４
階

ま
で
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
、
病
院
自

体
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

入
院
患
者
１
０
９
人
の
う
ち
74
人
が

死
亡
し
、
職
員
も
３
人
亡
く
な
り
ま

し
た
。
屋
上
に
避
難
し
た
人
た
ち
が

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救
出
さ
れ
る
場
面

を
テ
レ
ビ
で
見
た
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
町
内
６
カ
所
の
診
療
所
も
流

さ
れ
て
、
町
の
医
療
機
関
は
ゼ
ロ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

被
災
直
後
に
住
民
の
診
療
を
一
手

に
担
っ
て
い
た
の
は
、
公
立
志
津
川

病
院
内
科
部
長
の
西
澤
匡
史
医
師
（ 

38
歳
・
自
治
医
科
大
学
卒
）
で
し
た
。

彼
か
ら
聴
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
ま
ず

は
避
難
所
を
立
ち
上
げ
、
重
傷
者
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搬
送
を
要
請
し
、
水

道
も
電
気
も
な
い
中
、
か
き
集
め
た

わ
ず
か
な
薬
と
簡
単
な
治
療
器
具
だ

け
で
１
日
に
３
０
０
か
ら
４
０
０
人

も
の
診
療
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

震
災
５
日
目
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く

国
境
な
き
医
師
団
が
支
援
に
来
ま
し
た
。

そ
の
後
は
徳
洲
会
、
奈
良
県
医
師
会
、

自
治
医
大
同
窓
会
、
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど

次
々
と
医
療
支
援
チ
ー
ム
が
入
り
ま
し

た
。 

た
だ
し
、
各
チ
ー
ム
が
入
っ
て
く

る
だ
け
で
は
医
療
体
制
は
整
い
ま
せ
ん
。

地
元
を
よ
く
理
解
す
る
人
間
が
、
そ
れ

を
仕
切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

西
澤
医
師
は
続
々
と
南
三
陸
町
入

り
す
る
医
療
支
援
チ
ー
ム
を
受
け
入

れ
る
た
め
、
町
内
各
地
の
避
難
所
の

情
報
を
収
集
し
て
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

ど
の
避
難
所
に
ど
の
支
援
チ
ー
ム
が

適
切
か
を
判
断
し
、
全
体
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
（
調
整
）
し
た
の
で
す
。
結

果
的
に
25
チ
ー
ム
で
約
50
カ
所
の
避

難
所
の
医
療
支
援
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

西
澤
医
師
の
働
き
ぶ
り
を
み
て
、

町
は
「
南
三
陸
町
医
療
統
括
本
部
責

任
者
」、県
は
「
宮
城
県
災
害
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
肩
書
き
を
与
え

ま
し
た
。
彼
の
超
人
的
な
活
躍
の
お

か
げ
で
、
こ
の
体
制
は
震
災
後
約
２

週
間
で
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
が
お
手
伝
い
し
た
の
は
、
町
内

最
大
の
避
難
所
で
あ
る
ベ
イ
サ
イ
ド

ア
リ
ー
ナ
と
い
う
体
育
館
の
近
く
に

立
て
た
プ
レ
ハ
ブ
の
公
立
志
津
川
病

院
仮
設
診
療
所
で
し
た
。

　

彼
の
話
を
聴
い
て
意
外
だ
っ
た
の

は
、
従
来
は
無
駄
と
思
わ
れ
て
い
た

も
の
が
、被
災
時
、お
お
い
に
役
に
立
っ

た
こ
と
で
し
た
。こ
の
話
は
次
回
に・・・

被
災
地
支
援 

そ
の
２

〜
全
壊
後
の
公
立
志
津
川
病
院
〜

いまだに瓦礫が積まれている公立志津川病院

 　
こ
ち
ら

　

     
     　

 

な
ご
み
診
療
所

な
ご
み
診
療
所

な
ご
み
診
療
所　
　
　
　

☎
77
・
２
７
５
３

　
　
　

※
診
察
の
電
話
予
約
も
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　

※
予
約
な
ど
の
電
話
受
付
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
で
す
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
で
す
！

　

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
感
染
予

防
の
た
め
に
、
予
防
接
種
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、

生
後
6
カ
月
以
上
の
乳
児
か
ら
接

種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
日
の
申
し
込
み
は
、
混
雑
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
料
金
●

6
カ
月
以
上
3
歳
未
満

　

２
，
０
０
０
円

3
歳
以
上
13
歳
未
満

   

２
，
５
０
０
円

13
歳
以
上          

　

３
，
０
０
０
円

※
65
歳
以
上
の
方
や
助
成
対
象
の
方

　

は
、
こ
の
料
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
診
療
時
間
外
で
も
受
診
可
能
●

　

通
常
の
診
療
時
間
内
に
受
診
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
別
表
の
時
間
帯

で
も
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
時
間
外
は
対
応
で
き
る
人

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
混
雑
時
は
、
予
約
時
間
ど

お
り
に
接
種
で
き
な
い
こ
と
も
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（別表）

時間外インフルエンザ予防接種予定表

１１月 １２月 時　間

土 12・19・26 3・10・17 13:30 ～ 15:30

日 27 4・11 9:00 ～ 10:30

予防接種は、感染を100％防ぐものではありません。
日頃から手洗い、うがい等の予防を心がけましょう。
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お気軽にご相談ください

保健福祉センターなごみ内

地域包括支援センター ☎ 77・2770
あっとほ～むいきいき館内

保健福祉室　　　　　 ☎67・2000

問い合わせ問い合わせ？？？

地域包括支援センター通信通信

い
つ
ま
で
も
丈
夫
な
足
腰
で
、
元
気
に
過
ご

い
つ
ま
で
も
丈
夫
な
足
腰
で
、
元
気
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
・
・
・
今
日
か
ら
ぜ
ひ
始
め
て

せ
る
よ
う
に
・
・
・
今
日
か
ら
ぜ
ひ
始
め
て

み
て
く
だ
さ
い
ね
。

み
て
く
だ
さ
い
ね
。

●
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク

１
．
掃
除
機
を
か
け
た
り
、
布
団
の
上
げ
下
ろ

　
　

し
な
ど
の
仕
事
が
難
し
い

２
．
２
キ
ロ
程
度
（
１
リ
ッ
ト
ル
の
牛
乳
パ
ッ

　
　

ク
２
本
分
）
の
買
い
物
を
し
て
持
ち
帰
る

　
　

の
が
難
し
い

３
．
片
脚
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い

４
．
家
の
中
で
つ
ま
づ
い
た
り
滑
っ
た
り
す
る

５
．
15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
け
な
い

６
．
階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が
必
要
で
あ
る

７
．
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い

　

み
な
さ
ん
、「
ロ
コ
モ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
言
葉

で
す
が
、
ロ
コ
モ
は
、
メ
タ
ボ
と
並
ん
で
国
民
病
と

い
わ
れ
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ロ
コ
モ
と
は
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

略
で
、
骨
や
関
節
、
筋
肉
な
ど
の
「
運
動
器
」
が
衰

え
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
そ
う
な
る
危
険
性

が
高
く
な
っ
た
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

誰
で
も
加
齢
と
と
も
に
危
険
性
が
高
ま
る
も
の
な

の
で
、
早
め
に
対
策
を
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

  
  

「
ロ
コ
モ
」
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

ま
ず
は
、
自
分
の
状
態
を
知
る
た
め
に
、
今
す
ぐ

で
き
る
〝
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
〞
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
ロ
コ
ト
レ

①
転
倒
し
な
い
よ
う
に
、
必
ず
つ
か
ま
る
も
の

　

が
あ
る
場
所
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

支
え
が
必
要
な
人
は
、
何
か
に
つ
か
ま
っ
て

　

も
よ
い
で
す
。

②
床
に
つ
か
な
い
程
度
に
軽
く
足
を
あ
げ
ま
す
。

③
左
右
１
分
間
ず
つ
を
１
日
３
回
行
い
ま
し
ょ
う
。

ロ
コ
ト
レ
の
基
本
は
片
脚
立
ち
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
感

覚
を
鍛
え
、
足
を
丈
夫
に
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

い
か
が
で
し
た
か
？
１
つ
で
も
当
て
は

ま
れ
ば
、
ロ
コ
モ
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

さ
っ
そ
く
今
日
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

始
め
ま
し
ょ
う
。



　町特産のキノコをＰＲするために行

われているこの祭りも13回目を迎え

今年も町内外から多くの来場者でにぎ

わいました。

　キノコの炊き込みご飯とキノコ汁の振る舞いには長蛇の列がで

き、地元産のマツタケは開始わずか 30分で完売していました。

　　　　　　　　　　　　(10月22日　情報交差点　ぽーたる）

の味覚を求め多数来場
第13回おおい町きのこまつり秋

88

っぱり大火勢が一番！や
　スーパー大火勢を題材に開催された第３回スーパー大火勢図画

コンテスト。今年は296点の応募がありました。10月 20日に

画家の渡邉淳さん（川上区）を特別審査員に迎え、厳正なる審査

が行われた結果、最優秀賞には永井海里くん（本郷小６年）が選

ばれました。

　永井くんは、「最優秀賞に選ばれてうれしい。当日も大火勢が回っ

ている所が一番良かった。勢いよく燃えながら回っている大火勢の

火を表現するのに苦労した」と感想を語ってくれました。審査を行っ

た渡邉さんも「どこに出しても胸をはれる絵」と絶賛されていました。        

　　　　　　　　                 （11月 10日　総合町民センター）

第３回スーパー大火勢図画コンテスト表彰式

「名田庄納田終区の欠戸三枝さんが交通安全
功労賞知事表彰を受けました！」
（10月 23日　福井市・ユーアイふくい）

「町民有志による電飾『クリスマ
スバージョン』」（若狭本郷駅前）

「名田庄地域敬老会」
（10月 23日　頭巾山青少年旅行村
流星館コンベンションホール）

「島山神社例大祭」
（10月 20日　大島一円）
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化の秋を満喫文
　昨年に比べ、出品数も増えた今年の町民文化祭。たくさんの

力作が並びました。町民劇団「おおいなる一座」による家族の

絆をテーマにした「つばき娘　おりん」の公演や各サークルの

舞台、展示作品などで大にぎわいでした。。

　また、今年から会場を新たにし、里山まつりと題して行われ

た名田庄文化祭。来場者はそれぞれに、開館したばかりの会場で、

文化の秋を楽しみました。

（10月 30・31日　里山まつり2011　里山文化交流センター）

（11月 ５・ ６日　 おおい町民文化祭　総合町民センター）

だまだ進化は止まりません

「飛梅の里　梅ムースゼリー」が福井県優良観光土産品
推奨審査会お菓子部門　ベストセレクション賞を受賞ま

　福井県観光連盟が２年に一度開く県優良観光土産品推奨審査

会において、町の特産品「飛梅の里梅ムースゼリー」が菓子部

門でベストセレクション賞を受賞しました。

　本年度で6回目となったこの審査会では、飲食品、菓子、民

工芸・キャラクターの3部門で合計１９４品の応募があり、そ

れぞれの部門で審査された結果、「飛梅の里梅ムースゼリー」

は菓子部門で入賞しました。さきに日本商工会議所会頭努力賞

を受賞した「飛梅の里梅たっぷりゼリー」　に比べ、ヨーグル

トのムースが酸味を抑え、口当たりがとても良く、若い方に人

気が出そうな一品です。　　　　　（10月21日　ＪＲ福井駅）

「絆」「絆」
おおい町民文化祭テーマ 里山まつり２０１１テーマ

「はじめまして」「はじめまして」

気いっぱい打ち鳴らしました
日枝神社秋季例大祭元

　日枝神社（13区）の秋季例大祭が行われました。本郷小学

校の児童が高さ４ｍの山車を引きながら本郷区内を歩いたり、

同神社で一生懸命練習した太鼓を奉納し、祭りを盛り上げまし

た。また、境内の舞台では６年生の女児による浦安の舞の奉納

が行われ、たくさんの人が見物に訪れました。

　　　　　　　　　　　　　　　　（10月18日　日枝神社）
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 REINAN国際交流のつどい 2011

　REINAN国際交流のつどい2011が 10
月 16 日（日）総合運動公園体育館で開
かれました。今年で 17 回目のこのつど
いがおおい町で開催されるのは初めてで、
会場にはたくさんの外国人、日本人が集
まりました。テーマは「おおいに深めよ
う！ひとびとのきずな　Let’s unite in 

REINAN」で、太鼓や尺八演奏など日本
らしさを見せる発表や、けん玉、独楽、
書道の体験、また在住外国人によるス
ピーチなど様々な催しが開かれ、終日に
ぎわいを見せていました。
　この交流を通して、嶺南地域の国際交
流の輪が広がることを願っています。

読書会
18（日）
10:00 ～ 15:00
対象　一般

ブックスタート
８日（木）
13:00 ～ 14:30
場所　保健センターなごみ
演じ手　図書館ボランティア

クリスマス オーナメント作り (クッキー )
3日（土）
13:30 ～ 15:30
場所　総合町民センター
対象　小学生
　　　幼児（保護者の同伴が必要です）
内容　クッキー作り
定員　10組　　
参加料　1組 500 円（材料代）

ブランケットファミリー
クリスマス会
18日（日）
10:00 ～ 11:30

読書会
「源氏物語を読む会」
8日（木）
13:30 ～ 15:00

布絵本の会
12日（月）
9:30 ～ 11:30

ゆきんこらんど
22日（木）
11:35 ～ 17:30
内容　クリスマスケーキ作り
参加料　1,200 円（材料代）

布えほんサークル活動
18日（日）
13:30 ～ 15:30
対象　一般

寄せ植え教室
14日（水）
19:30 ～ 21:30
講師　相蘇 龍一 氏
内容　季節の花の寄せ植え
参加料　1,000 円（材料代）

文化少年団活動
（伝統芸能体験）
3日（土）
13:30 ～ 15:00

愛護センター
大飯支部巡回指導
15日（木）,22 日（木）
17:00 ～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

12 月 27日（火）～ 1月 4日（水）
　・名田庄図書館
12 月 28日（水）～ 1月 4日（水） 
　・大飯図書館・史料館
　・暦会館
12 月 29日（木）～ 1月 3日 （火）
　・中央公民館（総合町民センター）
　・佐分利公民館（ふるさと交流センター）
　・大島公民館（はまかぜ交流センター）
　・名田庄公民館（里山文化交流センター）
　・若州一滴文庫

募集期間 平成２４年１月１３日（金）まで
※詳しくは生涯学習課または町のホームページをご覧ください

れ い な ん

　

☎ 67-3703( 里山文化交流センター ) ☎ 67-3250

☎ 77-2820
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12月

 里山まつり 2011

英会話教室
6日 ,13 日 ,20 日（火）
◆幼児・児童コース
　19:30 ～ 20:15
◆一般コース
　20:30 ～ 21:30
講師：ローラ・アレン 氏
        センテノ・レベッカ 氏

フラワーアレンジメント教室
9日（金）,27 日（火）
19:30 ～ 21:00
講師　柿本 紀子 氏
参加料　2,000 円（材料代）
内容　お正月のアレンジ

日本の童謡を歌おう
3日 ,17 日（土）
13:30 ～ 15:00
講師　中尾  雍子 氏

第7回やさしい歴史教室
17日（土）
14:00 ～ 15:30
講師　暦会館　藤田館長

暦会館・佐分利公民館連携講座
第 7回暦教室
10日（土）
14:00 ～ 15:30
講師　暦会館　藤田館長

健康体操教室
9日（金）
10:30 ～ 12:00
講師　藤井 良子 氏

　里山まつり 2011 が、里山文化交流セ
ンターぶらっとを会場に、10 月 29 日
（土）・30日（日）2日間の日程で開催さ
れました。
　昨年まで「名田庄文化祭」の名称で親
しまれてきたイベントを、今年は新しい
施設で、名称も一新しての初開催となり、

当日はあいにくの雨模様にも関わらず、
たくさんの方にご来館いただきました。
 住民参加型によるぶらっとでの初イベ
ントが、先ずは成功の内に終わり、これ
からもより一層地域の皆さまに愛される
おまつりとして定着していくように進化
していきたいです。

ゲートボール教室
17日（土）
13:30 ～ 17:00
対象　一般

町民バドミントン大会
11日（日）8:45 ～ 
場所　総合運動公園体育館・挌技場
対象　町民一般（町内勤務者含む）

学習掲示板学習掲示板生生涯涯

さわやかライフ講座
2日（金）
開場　19:00 
開演　19:30 ～ 
場所　総合町民センター
問い合わせ　生涯学習課

絵手紙教室
10日 ,24 日（土）
13:00 ～ 15:00
講師　渡辺 淳 氏

18 日（日）8:30 ～ 
場所　名田庄体育館
対象　町民一般（町内勤務者含む）
問い合わせ　生涯学習課テーマ「桂七福・笑顔で学ぶ人権落語」

講　師　桂 七福 氏

※すべての教室にそれぞれ申し込みが必要です

パソコン教室
　【平日コース】 14:00 ～ 16:00
　　1日（木）,2 日（金）,8 日（木）,9 日（金）
　【土曜コース】13:00 ～ 17:00
　　3日 ,10 日（土）
　　　内容　年賀状作り・ワード基礎
　　　　　　教材代が必要です
　　　　　　　　　　　平日・土曜コースの内容は同じです

第６回

おおい町スーパー玉入れ選手権大会

フラメンコ教室
8日 ,15 日（木）
20:00 ～ 21:00
講師　石田 ちなみ 氏

大型バルーンアートと実演大型バルーンアートと実演

（ふるさと交流センター） ☎ 78-1211（総合町民センター）  ☎ 77-1150

（はまかぜ交流センター） ☎ 77-3011
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お
知
ら
せ

■おおい町役場■おおい町役場
　℡77-1111㈹
   （教育委員会事務局）
　☎ 77-1150

■名田庄総合事務所■名田庄総合事務所
　☎ 67-2222㈹

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
   （なごみ保健課）
　☎ 77-1155㈹

■あっとほ～むいきいき館■あっとほ～むいきいき館
   （保健福祉室）
　☎ 67-2000㈹

■ iネットぴあプラザ■ iネットぴあプラザ
   （電子情報課）
　☎ 77-9030

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

　
　

対
応
は
お
済
で
す
か
？

人身 8 件
死者 0 人
傷者 13 人
物損 126 件

町 （平成23年10月31日現在）

●
受
診
の
際
に
必
要
な
も
の

　

健
康
保
険
証
・
運
転
免
許
証
な
ど
。
妊

産
婦
の
方
は
母
子
手
帳
。（
こ
れ
ら
を
歯

医
者
さ
ん
の
窓
口
で
提
示
す
る
だ
け
で

O
K
で
す
）　

協
力
歯
科
医
院
は
、県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.fukui.lg.jp/doc/

kenkou/shika/sikakenshin.htm
l

　

町
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
継
続
日
数

は
５
０
０
日
を
超
え
、
継
続
中
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
県
内
の
交
通
死
亡
事
故
発

生
状
況
は
、
11
月
７
日
現
在
で
死
者
数
50

人
（
前
年
同
期
比
26
人
増
）
に
の
ぼ
っ
て

お
り
、
既
に
昨
年
の
年
間
死
者
数
42
人
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
交
通
死
亡
事
故
は
次
の
よ
う

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

１
．
高
齢
者
の
死
亡
事
故
が
多
い
。

２
．
高
齢
運
転
者
が
第
一
当
事
者
と　

　
　

な
る
事
故
が
多
い
。

３
．
飲
酒
絡
み
の
事
故
が
依
然
と
し　

　
　

て
発
生
し
て
い
る
。

　

例
年
、
年
末
に
か
け
て
交
通
死
亡
事
故

や
飲
酒
運
転
絡
み
の
事
故
が
多
発
し
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
重
大
事
故
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と

飲
酒
運
転
根
絶
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

日
本
で
は
、
１
日
に
約
４
人
が
新
た

に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
り
、
エ
イ
ズ
を

発
症
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
夜
間

の
相
談
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
検
査
は

　

歯
は
一
生
の
も
の
、
体
の
健
康
は
お
口

の
ケ
ア
か
ら
！
歯
を
失
う
最
大
の
原
因
、

そ
れ
は 

歯
周
病 

！
（
虫
歯
と
歯
周
病
で

約
７
割
を
占
め
ま
す
） 

日
本
人
の
約
８
割

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
痛
み
を
伴
わ
ず
、
知
ら
な
い

間
に
進
行
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
早
期

に
発
見
し
、
発
生
・
進
行
を
予
防
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
！

　

そ
こ
で
、
歯
周
病
の
予
防
や
お
口
の
ケ

ア
に
つ
い
て
の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
、

県
と
㈳
福
井
県
歯
科
医
師
会
で
は
、 
お
と

な
の
無
料
歯
科
健
診
を
行
い
ま
す
！

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
健
診
を
受
け
て
、
口

臭
予
防
や
む
し
歯
・
歯
周
病
の
進
行
予

防
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者

　

20
歳
以
上
の
方
、
妊
産
婦
の
方

●
実
施
期
間

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

●
受
診
方
法

　

県
内
の
健
診
協
力
歯
科
医
院
に
事
前

に
電
話
で
申
し
込
み
の
う
え
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

年
末
に
か
け
て

　

よ
り
一
層
の
安
全
運
転
を

お
と
な
の
無
料
歯
科
健
診

　
　
　
　
　

を
実
施
し
ま
す

　死亡事故０
ゼロ

継続日数
497日

総
務
課

☎
77
・
１
１
１
１

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
課　

☎
52
・
１
３
０
０

な
ご
み
保
健
課

☎
77
・
１
１
５
５

無
料
・
匿
名
・
予
約
不
要
で
す
。

と　

き　

12
月
１
日
㈭

　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分

と
こ
ろ　

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

※
検
査
は
、
感
染
し
た
疑
い
の
あ
る
日
か

ら
３
カ
月
以
上
経
過
し
て
か
ら
受
け
て
く

だ
さ
い
。（
３
カ
月
以
内
の
場
合
、
正
し

い
結
果
が
出
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

※
定
例
の
検
査
も
毎
月
第
１・３
㈪
午
前
９

時
か
ら
午
前
10
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移

行
か
ら
４
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
対

応
さ
れ
て
い
な
い
方
が
周
り
に
お
ら
れ

な
い
か
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら

デ
ジ
サ
ポ
福
井
ま
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
デ
ジ
サ
ポ
福
井
）

☎
０
７
７
６
・
31
・
０
１
０
１

エ
イ
ズ
の
夜
間
相
談
・

　
　
　
　

検
査
を
行
い
ま
す

◆と　き　平成24年 1月 8日 (日 )
　　　　　午後１時から
◆ところ　おおい町総合町民センター

☎

平成24年平成 24年
　　おおい町成人式　　おおい町成人式

人権週間人権週間
みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう　相手の気持ち
　育てよう　思いやりの心～

　　　　おおい町
小浜人権擁護委員協議会
福井地方法務局小浜支局
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三さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

碧
木
星

　

本
月
の
運
気
は
、
あ
ま
り
思

わ
し
く
な
く
大
き
な
事
に
は
関

わ
ら
ぬ
こ
と
が
賢
明
。
安
穏
な

日
々
を
過
ご
す
に
は
身
辺
の
整

理
も
必
要
。
近
親
間
の
争
い
に

注
意
が
必
要
。

　
　

一い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

白
水
星

　

本
月
の
運
気
は
、
い
さ
さ
か

下
降
気
味
で
あ
り
要
注
意
。
大

き
な
投
資
や
遠
方
へ
の
旅
行
は

控
え
た
方
が
賢
明
。
後
半
に
は

多
生
回
復
の
兆
し
も
あ
り
穏
や

か
な
日
々
と
な
る
。

　
　

二じ

こ

く

ど

せ

い

黒
土
星

　

本
月
の
運
気
は
、
快
調
に
進
ん

で
お
り
大
き
な
困
難
も
見
ら
れ

ぬ
。
落
ち
着
い
て
行
動
を
当
た
れ

ば
そ
れ
な
り
の
成
果
は
得
る
こ

と
が
出
来
る
。
家
庭
内
に
も
吉
兆

が
あ
り
期
待
で
き
そ
う
。

12月の運気
   （12月 7日～1月   （12月 7日～1月55日まで）日まで）

　
　

六り
く
は
く
き
ん
せ
い

白
金
星　

　

本
月
の
運
気
は
、
ま
た
も
や

低
迷
気
味
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

焦
っ
て
も
無
駄
な
上
か
え
っ
て

大
き
な
損
失
に
見
舞
わ
れ
て
し

ま
う
。
無
駄
な
行
動
は
慎
み
現

状
の
維
持
に
努
め
よ
。

　
　

四し
ろ
く
も
く
せ
い

緑
木
星

　

本
月
の
運
気
は
、
運
気
が
降

下
し
て
お
り
成
果
を
求
め
る
の

は
無
理
。
行
き
違
い
や
思
惑
外

れ
も
多
く
せ
っ
か
く
の
計
画
に

邪
魔
が
入
る
こ
と
も
あ
る
。
無

理
は
禁
物
。

　
　

五ご

お

う

ど

せ

い

黄
土
星

　

本
月
の
運
気
は
、
非
常
に
金

銭
的
に
恵
ま
れ
る
人
も
あ
る
。

相
対
に
お
い
て
順
調
に
事
が
運

ぶ
可
能
性
が
高
い
。
思
い
切
っ

て
行
動
に
移
す
の
も
自
分
を
試

す
機
会
と
な
る
。

　
　

九き
ゅ
う
し
か
せ
い

紫
火
星

　

本
月
の
運
気
は
、
非
常
に
油

断
の
な
ら
ぬ
月
。
物
事
に
よ
っ

て
簡
単
に
左
右
に
変
動
す
る
。

し
っ
か
り
相
手
を
見
つ
め
自
分

も
敏
捷
に
動
く
こ
と
が
必
要
と

も
な
る
。

　
　

七し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

赤
金
星

　

本
月
の
運
気
は
、
前
途
に
暗

雲
が
広
が
り
進
む
に
は
非
常
に

困
難
な
日
々
が
続
き
そ
う
。
無

理
な
行
動
は
避
け
何
事
に
も
慎

重
な
心
が
け
が
必
要
。
来
年
に

か
け
る
方
が
賢
明
。

　
　

八は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

白
土
星

　

本
月
の
運
気
は
、
陽
気
な
暖
か

い
性
格
を
持
つ
月
。
縁
故
や
知
人

間
の
交
友
も
順
調
で
金
銭
面
で

も
ゆ
と
り
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
。
し
か
し
自
分
本
位
の
行
動
は

要
注
意
。

※立春が新しい年の第１日となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～～暦会館提供～

☆
一
白
水
星　

明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
、
20
生

☆
二
黒
土
星

二
黒
土
星　

明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
、
19
生

☆
三
碧
木
星

三
碧
木
星　

明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星　

大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星

五
黄
土
星　

大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生

☆
六
白
金
星　

大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生

☆
七
赤
金
星　

大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生
、
23
生

☆
八
白
土
星　

明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
、
22
生

☆
九
紫
火
星

九
紫
火
星　

明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
、
21
生

平成23年第9回（12月）定例会
議会事務局　☎77・１１１１

会期：平成 23 年 12 月 9 日（金）から 12 月 22 日（木）までの 14 日間
月　日 時　刻 会議の種類 内　　　　　容

12 月９日㈮
9:00 本会議 開会、提案理由説明、質疑、委員会付託

本会議終了後 予算決算常任委員会 付託議案（補正予算）審査

12月12日㈪
15:30 議会運営委員会 定例会運営協議

16:00 広報特別委員会 議会だより編集

12月13日㈫
9:00 総務常任委員会 付託議案審査

13:30 産業建設常任委員会 付託議案審査

12月20日㈫ 9:00 本会議 一般質問

12月22日㈭ 9:00 本会議 委員長報告、討論、採決、閉会

※各会議の日程は、あくまでも予定であり、議事等の進行状況により変更になる場合があります。
　会議は傍聴することができます。申込みは議会事務局までお願いします。
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大飯発電所大飯発電所 出力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

２号機２号機 117.5 万 KW 昭和54年12月 2,394.8億kwh 8,599日

１号機１号機 117.5 万 KW 昭和54年3月 2,217.3億kwh 8,018日

３号機３号機 118万 KW 平成3年12月 1,626.1億kwh 5,760日

４号機４号機 118万 KW 平成5年2月 1,638.8億kwh 5,778日

発電所の運転状況

※発電電力量および日数は平成 23年 10月末日現在の数値です。

　 　            原子炉起動時期未定

  　　           原子炉起動時期未定

  　　　　　  原子炉起動時期未定

11月 12月

大
飯  

発
電
所
と
ぴ
っ
く
す

Topics

　原子力安全・保安院からストレステストの実施について指示があり、総合評価を行った結果、
安全上重要な施設・機器等は、設計上の想定を超える事象（地震・津波等）に対する安全裕
度を十分に有していることが分かりました。
　このたび、一次評価結果を取りまとめ、原子力安全・保安院、福井県およびおおい町に報
告書を提出しました。

平成23年

本格運転中 第24回定期検査予定

ストレステストとは
　原子力発電所が想定を超える地震や津波等に襲われた場合に、安全上重要な施設や機
器等が、どの程度まで耐えられるのか、安全裕度を評価するものです。
　一次評価は、定期検査で止まっている発電所の運転再開の可否を、二次評価は、全て
の発電所の運転継続の可否を判断するものです。

大飯３号機の一次評価結果の概要
クリフエッジ
評価の指標

クリフエッジ
下段：対象となる設備等

緊急安全対策
前との比較

地　震
基準地震動Ss

（700gal との比較）
1．80倍（1260gal 相当）

高電圧用開閉装置
約 3％向上

津　波 設計津波高さ
（2.85mとの比較）

約 4.0 倍（11.4m）
タービン動補助給水装置

約 145％向上

全交流電源喪失

（発電所が完全に

停電すること） 外部からの支援がない条

件で、燃料の冷却手段が

確保できるまでの時間

炉心
約 16日後

水源補給用消防ポンプ
ガソリンの量

約 76倍向上

使用済
燃料

約10日後（停止中）
ピット水補給用消防
ポンプガソリンの量

約 20倍向上

最終ヒートシンク喪失

（燃料から除熱する

ための海水が取水

できなくなること）

炉心
約 16日後

水源補給用消防ポンプ
ガソリンの量

約 2.6 倍向上

使用済
燃料

約10日後（停止中）
ピット水補給用消防
ポンプガソリンの量

約 20倍向上

　※１　プラントに影響を与える事象があるレベルを超えた途端に事象進展の状況が急変するレベル。
　※２　対象となる設備の故障、または資材の枯渇により過酷な事象に至る。
　※３　外部からの支援なしとした結果。

※1 ※2

※3

※3

※3

※3
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な ご み

いきいき
  12月

まちの人口
平成23年 11月 1日現在　　（　）は前月比

なごみ保健課　☎ 77-1155 ㈹

保健福祉室　☎ 67-2000

小浜病院

■

　 8 日㈭

■ 14日㈬・21日㈬

■ 16日㈮

■ 15日㈭

■ 13日㈫

■ 2日㈮

■ 16日㈮

あっとほ～むいきいき館あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表
総人口　　　　　8,854　　　　　（＋5）

   男　　　　　　4,309　　　　　（＋6）

   女　　　　　   4,545　　　　　（－1）

世帯数　　　　　3,184　　　　　（＋7）

戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

平成 23年 10 月 13 日から
 　  平成 23 年 11 月 11 日届出まで

赤ちゃん

たかさご

おくやみ

柴田　 惺
せいは

羽　　  男　　 伸一郎・のなみ １５区

三谷　 哲
てった

大　　  男　　 勇輔・小百合　 川上

幸鉢　 柚
ゆずほ

穂　　  女　 　洋有・志乃 　   南浦

座主　 梨
り い な

依那　  女　 　勇弥・真由美    青戸

坂口　 優
ゆうご

梧　  　男　　 靖彦・由香里　 ６区

小野　 柊
しゅうた

太　　  男　　 照和・陽子　　 名田庄久坂

溝口　虎彦　　　75歳　　  男　    尾内

澤山　砑　　   　91 歳　　  女　    西村

濵田　まさ　　　94歳　　  女　    １４区

川平　芳政　　　75歳　　  男　    ６区

江上　和子　　　61歳　　  女　    小堀

西村　心一　　　87歳　　  男　    １の２区

 山﨑　優　　　　　　名田庄虫鹿野
（尾関） まなみ　　　　（愛知県）

 中谷　純基　　　　　宮留
（辻本） 貴子　　　　　（若狭町）

 山口　善久　　　　　青戸
（西本） 由香里　　　　（高浜町）

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

ごめい福をお祈りします。

■

1日㈭

■ 9日㈮

■ 毎週木曜日

■
2日㈮
5日㈪
7日㈬

■ 21日㈬

■納田終・井上・中地区 6日㈫  16日㈮  22日㈭

■坂本・西谷地区　　 1日㈭ 9日㈮ 20日㈫

■下久田・久坂・下地区 8日㈭ 13日㈫ 27日㈫

■三重・小倉・美川地区 2日㈮ 15日㈭

  4日（日）  高浜病院　　     11日（日）  なごみ診療所

18日（日）  常藤内科医院　  23日（金）  高浜病院

25日（日）  永谷医院　　     29日（木）  和田診療所

30日（金）  なごみ診療所　  31日（土）  高浜病院
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編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
　
企
画
課
　
T
E
L
 0770-77-1111　

F
A
X
 0770-77-1289　

E
-m
ail kikaku@

tow
n.ohi.lg.jp　

発
行
　
福
井
県
お
お
い
町
　
〒
919-2111　

福
井
県
大
飯
郡
お
お
い
町
本
郷
136-1-1

◆
平
成
23
年
11
月
22
日

広
報

▼
ス
ー
パ
ー
大
火
勢
図
画
コ
ン
テ

ス
ト
の
審
査
会
と
表
彰
式
に
行
っ

て
き
ま
し
た
▼
自
分
に
は
絵
ご
こ

ろ
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
審
査

会
に
お
い
て
、
貴
重
な
投
票
権
を

与
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
力
作
ぞ

ろ
い
の
中
、
一
生
懸
命
に
絵
を
眺

め
、
投
票
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
▼
総
勢
約
20
人
の
実
行
委
員
会

の
方
々
、
そ
し
て
特
別
審
査
員
に

渡
辺
淳
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
多
数

決
で
選
考
し
て
い
き
、
最
後
に
７

点
の
入
賞
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ど
れ
も
こ
れ
も
立
派
で
、
中
で
も

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
本
郷
小
学

校
の
永
井
海
里
君
と
大
飯
幼
稚
園

の
坂
向
野
乃
ち
ゃ
ん
の
作
品
は
と

て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
ど
ち

ら
も
見
て
い
る
だ
け
で
元
気
が
出

て
く
る
よ
う
な
活
き
活
き
と
し
た

絵
で
、
技
術
う
ん
ぬ
ん
と
い
う
よ

り
も
強
い
存
在
感
を
感
じ
ま
し
た
。

▼
応
募
い
た
だ
い
た
全
作
品
は
12
月

４
日
ま
で
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
、
12

月
６
日
か
ら
12
月
11
日
ま
で
ふ
る
さ

と
交
流
セ
ン
タ
ー
、
12
月
13
日
か
ら

12
月
18
日
ま
で
は
ま
か
ぜ
交
流
セ
ン

タ
ー
、
12
月
21
日
か
ら
12
月
26
日
ま

で
里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に
展
示

さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
一
度
ご
覧
く

だ
さ
い
。
き
っ
と
元
気
が
出
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。（
な
る
と
）

茅か
や
ぶ
き葺

の
家

              

　

茅
は
ス
ス
キ
の
別
名
で
、
茅

葺
は
世
界
各
地
で
最
も
原
初
的

な
屋
根
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
通

気
性
・
断
熱
性
に
優
れ
、
雨
音

が
小
さ
い
な
ど
の
長
所
を
持
ち

ま
す
が
、
寿
命
が
短
い
・
近
隣

で
火
災
が
生
じ
た
場
合
に
容
易

に
類
焼
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た

短
所
を
併
せ
持
っ
て
お
り
、
近

年
急
激
に
残
存
数
が
減
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

写
真
・
川
口
氏　
（
小
浜
市
）

　

お
お
い
町
の
景
観

お
お
い
町
の
景
観

おおい町名田庄納田終

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
お
お
い
町
景
観
30
選
に
応
募
さ
れ
た
景
観
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。


